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Clareの‘ShadowsofTaste'nをめぐって

鈴木蓮

(１）

TimChilcottによれば，クレアの詩には‘‘experiment"という共通の文脈はあるが，単純に年代記

的進展の跡を辿れない二つの詩型が認められるという.２１非常に大雑把に言って第一の型の詩は自

我抑圧３１．外的風景を，第二の型の詩は自我表現・内的風景をそれぞれその顕著な特徴としている．

想像力の発展の問題を扱っていると目される‘TheProgressofRyhme,,‘TotheRuralMuse',‘Pasto，

ralPoesy，，及び‘PleasuresofSpring,,‘EmmonsalesHeath，,‘TheVillageMinstrel，,‘TheMoorehens

Nest，,‘PleasantPlaces，,‘PleasantSpots',‘ImpulsesofSpring',‘AWoodlandSeat'’'０nTaste｡,‘Poesy，，

‘DawningofGenius',‘TotheSnipe，等の詩と少なからず関連をもち，クレアの詩全体にわたっての

キー・ワードとなっている‘taste，を理解するために，この用語についての最も包括的概念が提示

されていると考えられる詩，‘ShadowsofTaste，（以下ＳＴと略す）をここで読んでおくことは極め

て有意義なことであると思われる．それはまた‘taste'と不可分の関係にある‘fancy，という彼の用

語に付せられた特殊な意味を少なからず照射してくれるはずである．

(２）

この詩の冒頭より‘taste，についての興味深い一節が提出される。

Ｔａｓｔｅｗｉｔｈａｓｍａｎｙｈｕｅｓｄｏｔｈｈｅａｒｔｓｅｎｇａｇｅ

Ａｓｌｅａｖｅｓａｎｄｆｌｏｗｅｒｓｄｏｕｐｏｎｎaturespage

Notmindalonetheinstinctivemooddeclares

Butbirdsandflowersandinsectsareitsheirs

Tasteistheirjoyousheritageandthey

AllchoosefOrjoyinapeculiarway

（ＳＴ１－１０）

自然という瞥物の頁の中で植物の様態が多種多様な色合いを呈するように，‘taste，が人の心を魅

了する仕方も千差万別であるという．さらに注目すべき点は，‘taste'という本能的直覚的気質が人

間精神のみならず，植物を含めるすべての生き物にも生得のものとして受け継がれているというこ

とである．‘taste'は「喜び」（"joy")を求め，生むものである．すべての生き物はそれら独自のやり

方で直面する現実の事物から，Ｗ､Howardの言葉を借りれば，「喜びのために生息地を選択して」

("chooseibrjoytheirhabitat")‘'，その喜びを享受するという認識は自然そのものが「審美眼のある」

("tasteful",ＳＴ９）ものであり，「学識のある」（"learned'',ＳＴ１１）もので，‘‘Flowersinthewisdomof

creativechoice／Seemblestwithfeelingsandsilentvoice，，(ＳＴ２３－４)にみられる如く「知恵」を有
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する生命力溢れる存在として概念化されている．

‘taste，という能力の働きの結果についてクレアは例えばアカライチョウを

Thoughlessbelovedforsingingthenlthanlthetaste

Theyhavetochoosｅｓｕｃｈｈｏｍｅｓｕｐｏｎｔｈｅｗａｓｔｅ

Ｒｉｃｈａｒｃｈitects-．．．

（‘TheMoorehensNest'４３－５）

と，ショウドウツバメを

Withstrangesttasteandlabourundeterred

Drillingsmallholesalongthequarrysside

（‘SandMartin'）

といい，さらにモグラについても

Rudearchitectrichinstinctsnaturaltaste

Isthinebyheritage-

Norudeinellegancethyworkconfounds

Butscenesofpicturesque＆beautiful

Lyemidthylittlehillsofcushionedthyme5l

というふうに描かれる．このように「鮫も一般的な意味ではその種にとっては共通であるが，細部

においてはそれ自体に固有なやり方で環境と相互作用している」個々の生き物が示す，taste'につ

いてＪ・Appletonは“Tasteisanacquiredpreferenceforparticularmethodsofsatisfyinginbomde，

sires.”と定義し，DanesBarringtonは"…thebirdalsosingswithsuperiorjudgmentandtaste"とい

い，Ｔ,Brownlowは「鳥はネジを巻かれたおもちゃではないし，股も一般的な意味において以外は

機械的に予言できるものでもない」といっている.６lAppletonのいう「獲得された好み」は，

‘taste'は天性のものであるが歳月の流れと共に洗練("refine")されねばならないとするクレアの考

えと矛盾はしないし，確かに生き物は「各々の独特な境遇に対して採るようになり，そうすること

によって"naturaltaste"を盤得するべき，いくつかの生まれつきの能力あるいは本能を持ち合せて」

いる．そしてBrownlowが主張するように，そのようにして得られた「自然のtaste」は，それを

具備する生き物が「すばらしく」（"rich'')かつ「巧みな」（‘‘skilful'')な「建築家」であることは「生

き残りの問題」であるから，人工的なものに対立する自然的なものでもある.7’

この「知恵」は"powerdivine"によって"instinct'，として生き物に与えられており，これによっ

て彼らは生存状況に最適な形態を生み出す．‘TotheSnipe'では人間という危険物の侵入に対し，

シギの「本能は避けるべき，安全でない境界を知っている」（"instinctknows／Notsafetysbounds

toshun''５３－４）と感じられ，

.．、ｔｈｙｂｉｌｌ
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Suitedbywisdomgood

Ofrudeunseemlylengthdothdelveanddrill

Thegelidmassforfood（17-20）

2９

と考えられる．さらに自然の生命体の喜びは無生物界の現象のもつ喜びにまで拡大される．その一

例として，森の中を流れる小川は，

Kissingthemistydewberrybyitsside

Witheagersalutations＆ｉｎjoy

Giving＆findingjoy

(‘WoodlandSeat'１連）

と描かれる．それゆえ花も「自らのためにのみ生きているのではなく」，それを愛する者を含める

他のものに葛ぴを与えるためにも生きていると感じられる.8Ｉこのように自然界は「情念」（"pas・

sion'.)によって衝き動かされる「生き生きとした宇宙」（"ananimateduniverse")を栂成し，この宇

宙をクレアは"joy”とか"taste”という人間的概念でもって説明しようとしているようである．

‘PleasuresofSpring，（以下ＰＳと略す）では，一面ハリエニシダが生えた共有地のヒースはく自

然＞がその"tastefuIcare，，でもって「五月が誇らしく身にまとう衣服」で覆ったものというように

（349-50）「自然のtaste」が強調される．「キアオジは審美的な客人のように／絵のように美し

い緑のモグラ塚の下に巣を造る」（"Theyellowhammerlikeatastefulguest／Neathpicturesque

greenmolehillsmakesanest"ＳＴ９－１０）という詩句にも明示されるように，「自然のtaste」はその

picturesqueである状態を本質としているらしい．それではクレアの抱くピクチャレスクとは一体

どういうものなのだろうか．それは自然の「乱雑な無秩序」（"wilddisorder")という表現に要約さ

れるものであって，“rude”とも形容される「すばらしい混乱」（"richconfusion'，‘PleasantPlaces，）

の状態でもある．少々長くなるが，ピクチャレスクである風景をよく表わしている例として，

Brownlowによっても取り上げられているソネット，‘PleasantPlaces，を引用してみる．

Oldstonepitsallwithivyoverhung

Rudecrookedbrooksoerwhichisidlｙｆｌｕｎｇ

Ａｒａｉｌａｎｄｐｌａｎｋｔｈａｔｂｅｎｄｓｂｅneaththetread

Oldnarrowlaneswheretreesmeetoverhead

Andgapsthlrloughbramblehedgeswherewespy

Asteeplepeepinginthestretchingsky

Andheathsoerspreadwithfurzebloomssunnyshine

Wherepraiseinwondermentexclaimsdivine

Oldpondsdimshadolwledwithabrokentree

Thesearethepicturｅｓｑｕｅｏｆｔａｓｔｅｔｏｍｅ

Ｗｈｉｌｅｔｈｅｗｉｌｄｗｉｎｄｔｏｍａｋｅｃｏｍｐｌｅａｔｔｈｅｓｃｅｎｅ

ｌｎｒｉｃｈconfusionmingleseverygreen

Wavinghersketchypencilinherhand

Thattintsthemovingscene



3０ 鈴木蓮

一行目の生い茂っている蔦や無秩序に曲りくねった小川，ハリエニシダの一面に咲くヒースやさ

えぎるもののない空即ち自然の事物は採石場や木橋，教会の尖塔といった人工物に対して優位を保

ち，倒れた樹の陰でほの暗い小池もく時間＞が自然物に作用した結果である．強調的に三度繰り返

きれる"old”という語は時間の永遠性が採石場，小道，小池さえもその影響力のもとに掌握してい

ることを意味しており，＜自然＞はく時間の流れ＞と協同し，人工物さえも自然化してしまうこと

が暗示される．こういう過程の結果としての風景がクレアを感動させる「tasteのある絵のように

美しいもの」（‘'thepicturesqueoftaste，.)なのである．換言すれば，「おのが感情をもたらすべく自

然が／永年その静かな作用をなすがままにされる場所」("Wherenatureherownfeelingstoeffect

／IsleItatherownsilentworkforyears，，‘PleasantSpots，)即ち｢狂気じみたおせっかいな重労働」

("madmeddlingtoils，，)，'が行われていない，「乱雑でかつ美しい等閑にされた状態」（"ａｗｉｌｄ＆

beautifulneglect"‘PleasantSpots')を意味する．こうした場所は，その中で生き物が生存可能な状

況となっているから彼にとって重要なのである．‘TheMoorehensNest，にみられるそういう場所の

イメージは,"Aclosewithmolehillssprinkledoeritsleas，'(68),"Awoodgapstoptwithivywreath‐

ingpale”(70)，“Awoodbankminedwithrabbitholes(73)”，“Anoldoakleaningoerabadgers

den"(74)等である．また先に引用したモグラについてのソネットの後半では

ｗｈｅｎｌｃｌｉｍｂ■ ■ ●

Thylittlefl･agrantmoundslfeelthyguest

＆hailneglectthypatronwhocontrives

WastespotsfOrtheeonnaturesquietbreast

＆tastelovesbestwherethystilllabourthrives

となっているが，このイメージの本質は人工物に対する自然の優勢，自然の生命体の繁栄なのであ

る．ヒースの「無秩序な光景はtasteをもつ者にピクチャレスクな喜びを与える｣ICI（"wildered

sightgivestasteapicturesquedelight･')という詩句はクレアのピクチャレスク観'１’を収敵したもの

である．クレアの詩の「基本的櫛成要素」となっているものはMarioPrazによってリストアップ

された‘‘thePicturesque''の特質，“dazzleandflickerofeffect,rapidsuccessionofcolours,lightsand

shades,…roughness,suddenvariation,irregularity卿'2)であり，これらの特質を求めてワーズワスが

山の高みから見下ろす「広大な」パノラマに目を向けたのとは対照的に，クレアは「力強い細部」

("dynamicdetails")から成る“micropanorama"を表現するために生け垣の樹木の列や草むらの中を

密接してのぞき込んでいるというBrownlowの指摘は鋭い.'3Ｉ他のロマン派詩人の眼の多くが高い

位置から下方へのパースペクティブを形成しているのとは異なって，クレアのそれは潅木の高さに

あり，極端な場合モグラ塚の高さにまで低められる．この特異性がそれまでの伝統的な"bird，s

eye"に対して彼の眼が"beetle.seye''といわれる理由であろうし，この眼は"picturesquevision"の

新たな領域を開拓したといえるであろう．

(３）

さて，先程の引用に出てきた「tasteをもつ者」（"taste")とは人間についての言葉であることは明

白であるが，次に人間における‘taste'に注目しておきたい．
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Andmanthatnobleinsectrestlessman

Whosethoughtsscaleheaveninitsmightyspan

Poursforthhislivingｓｏｕｌｉｎｍａｎｙａｓｈａｄｅ

Ａｎｄｔａｓｔｅｒｕｎｓｒｉｏｔｉｎｈｅｒｅｖｅｒｙｇｒａｄｅ

（ＳＴ４５－８）
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人間においてもrtasteはあらゆる度合で奔放自在にほとばしる」という点で他の生き物の場合と

同様である．「感じる心」（"feelig，，)あるいは‘taste'をもたず，自然美に「不注意な眼」を投げかけ

る「低俗な庶民」（必thelowherd")と区別される「心」（"mind碗)を持った人間はこうである．

Fromtheseanddifferentfarinrichdegrees

Mindsspringasvariousastheleavesoftrees

TofOllowtasteanｄａｌｌｈｅｒｓｗｅｅｔｓｅｘｐｌｏｒｅ

ＡｎｄＥｄｅｎｓｍａkewheredesertsspreadbefore

（ＳＴ５３－６）

木の葉がさまざまであるように，多種多様な精神は‘taste'の導くところに従い，それがもたらす

喜びを探究し，“Pleasurewithmanoftasteisanevergreenitbloomswithhimthroallseasons＆

isalway§ｗｉ↑hhimtogratifythemind"Ｍ１といわれる如く日常的で，ありふれた自然をエデンに変
える'５１．．taste，が人間精神をして自然の現象界をエデンの園として感受させる要因であることがこ

こに明瞭となっている．「tasteは天与のもの／自然が授けることのできない霊感」（"Tasteis

fromheaven／Ainspirationnaturecantbestow"‘OnTaste，)とされ，すべての人間に生得の「本能

的気質」であるけれども，‘taste'は洗練され，活性化されてはじめて，その作用力が狸得されるも

のである'６１．だから，「感じる心」あるいは‘taste'がまったく輔神に「染み込んで」いない状態ゆ

えに自然美に感動を覚えない「低俗な庶民」が存在する．こういう‘taste'が詩人や詩の読者にお

いて何ういう働きをするかが続いて述べられる．

Inpoesysspellssomealltheirrapturesfind

Andrevelinthemelodiesoｆｍｉｎｄ

Ｔｈｅｒｅｎａｔｕｒｅｏｅｒｔｈｅｓｏｕｌｈｅｒｂeautyflings

Inallthesweetsandessencesofthings

（ST57-60）

｢詩のもつ不思議な力にとらわれて」とは詩心に満ちた状態を意味するのであろう．その状態にあ

る時にこそ「歓喜」が湧き起り，精神の妙なる調べを楽しみ，自然はその事物のすばらしさと本質

と共にその美を魂に与えるという．そして「詩のヴィジョン」の裡に捉えられた美は現実の美より

「純化された」（"refined''）ものである．美の詩的イメージは現実のそれにたち勝るのだが，“Taste

readsoerjoyedandgreetsherIbeauty'slimagethereIinpoesy，svisionl，'(ＳＴ６４)であるから‘taste，を

もつ読者のみが美のイメージを読み取ることができるという．このように‘taste'は読者の側にも

要求されている．詩的ヴィジョンの裡に捉えられ，永遠化される自然美のイメージはこういう読者

にとって次のようである．
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Apleasingimagetoitspageconferred

lnlivingcharacterandbreathingword

Becomesalandscapeheardandｆｅｌｔａｎｄｓｅｅｎ

（ＳＴ７１－３）

人間輔神は‘taste，の作用によって自然の現象界をエデンの園として見ることは上述したが，詩

人の場合におけるその心理過程を更にこう詳述する．

Someinrecordlessrapturelovetobreath

NatureswildEdenwoodandfieｌｄａｎｄｈｅａｔｈ

ｌｎｃｏｍｍｏｎｂｌａｄｅｓｏｆｇｒａｓshisthoughtswillmise

Aworldofbeautytoadmireandpraise

Untillhisheartoerflowswithswarmsofthougｈｔ

ＴｏｔｈａｔｇｒｅａｔｂｅｉｎｇｗｈｏｍｉｓｅｄＩｉｆｅfromnought

（ＳＴ１２５－３０イタリックは筆者）

詩人の詩想が「ありふれた草の葉」で「美の世界」を櫛築する行為は「あの偉大な存在」が無から

この世を創造したことと“raise”という同じ動詞でもって同一レベルに置かれる．確かに詩想は，

それが現実を再現するという意味では，感情の模倣というよりある種の事実の模倣といえるかも知

れない1７１．しかしそれは自然現象をあるがままに模倣することではなく，あくまでも審美能力とし

ての，また美を「享楽する」（"appreciate")能力としての‘taste，が把握した美の世界を「想像力」

("fancy")と協力して構築するのである．そういう‘taste，の作用の対象となる自然の事物は「ありふ

れて」いて，“grand"でも“novel"でもない．それは"wildered","rude","disorder雨,"confusion”と呼

ばれる,人間のartに優位する自然の状態'剛即ちクレアのいう”thepicturesqueoftaste"なのである．

詩人の美的感受性・審美能力として，また詩作品の鑑批能力としての彼の‘taste'については』.Ｍ・

Toddが要約してこういう．

TastedoesnottransformnatureinthewaythatWordsworth'simaginationdoes,ｎｏｒｉｓｉｔ

ａｈｕｍａｎｅｍａｎａｔｉｏｎｏｆｅｍｏｔｉｏnontoinsensateobjects;onthecontrary,itappearstowork

onthehumanperceｉｖｅｒｉｎｓｕｃｈａｗａｙｔｈａｔｈｅｃａｎｓｅｅｍｏｒｅｏｆｔｈｅｂｅａｕｔｉｆｕＩｉｎｎａｔｕｒｅａｎｄｉｎ

ｔｈｅpoetrythatdescribesit．

（Ｉ〃“α醜，ｓＧαｍｅ邦ｐ､３１）

うた

クレアの‘taste'は「外的実在」の有する詩の喜びにできるだけ接近し，自然現象を変形しない

ことが大きな特徴である．自然美を感受し，これを享楽することが‘taste，の第一の働きである．

この働きには，“Thustruthtonatureasthetruesublime／Standsamountatlasoverpeeringtime”

(ＳＴ７７－８）というように「アトラス山」に職えられる，不易で真の詩の基準としての「自然への忠

実」が付随している．この基準は自我の抑圧が前提となっており，ワーズワスやコールリッジより

も「ずっと制限された見方」’9’を露呈しているかもしれないが，クレアは「自然に忠実」という

態度を真の詩の根本的要素として強調する．変形されない自然のイメージは
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Sunshineandshadeoneharmonizinggreen

Wheremeadsandbrooksandforrestsbaskinglie

Lastingastruthaｎｄｔｈｅｅｔｅｍａｌｓｋｙ

（ＳＴ７４－６）
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というように永遠不滅の真実となる．こうして構築される「美の世界」は，‘taste'に満ちた自然が

創造する美や再ぴを‘taste'をもつ詩人がエデンとして感受することによって成立する．クレアの
うた

「自然への忠実」というのは自然の詩の喜びに満ちた模倣という意味におけるものであるから，そ

の詩的ヴィジョンは単に自然を映し出すだけの鏡では決してない．美として感受された個々の事物

やそのイメージとの‘fancy'の関係については，“Associationssweeteachobjectbreeds／Andfine

ideasuponfancyfeeds"(ST133-4）といわれる．個々 の事物が甘美な過去の連想を生み，想像力

は事物のイメージによって増幅する．だが詩人の関心は自然の事物それ自体の印象にあるのではな

い．「事物のすばらしい印象」とは自然の事物が「住処」("dwellingplace，',‘‘home'')の存在を保証し

ているイメージのことである．詩人が芳香，美しく彩られた羽根，美しい蹄声ゆえに花，蝶，鳥を

愛好するというのではなく，彼が「荒涼たる草地」（"thewildandmeadowlea"ST136）とか，「囲

い込み」をし忘れたようにみえる「すべての人気のない放置された場所」（‘‘eachdesolateneglected

spot'，ＳＴ１４１）を愛好するのはそこで生き物が「住処」を所有でき２０１，幸福に生を享楽できるから

である．‘fancy'は自然の事物についてこのように洞察する．

さて，自然の‘taste'によって生じる自然自身の喜びと詩及び詩人の関連については‘Impulsesof

Spring'における詩句を見てみたい．

Joywakesandwantonsallaround

Lovelaughsineverycall

Musicinmanyheartsabound

Andpoesybreathsinａｌｌ

（１３－６）

自然の喜びはもの皆活気づく春の情景の中に認められ，自然のすべての営みの中にく詩＞が存在す

るという．喜びに満ちた自然の事物がく詩＞となるのである2１１．

Helthepoetlrevelsinthenoise

Ofwakinginsectshumminground

Andbirｄｓｕｐｏｎｔｈｅｗｉｎｇ

Ａｎｄａｌｌｔｈｅｇｕｓｈｉｎｇｓoulofsound

Thatecchoesofthespring

Forintheirjoyshisownaremet

（32-7）

詩人は生き物の躍動美を楽しむが，それは生き物の喜びと詩人の喜びが和合するときにはじめて可

能となる．「詩は（自然の）すべてのなかに息づく」という詩句は，自然の事物のなかにこそ詩の

素材・詩となりうるものが存在するというクレアの信念を表わしたものである．
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次に詩人における‘taste，の第二の働きに移る．（筆者は第一，第二と分別したが，それは重要性

の度合いを示すものではない）第一の働きが自然の現象界の中に「庶民が無視する事物を見，尊重

し」（"see＆valuewhattheherdpassbye"‘AWoodIandSeat'３３)，美と喜びを詩的感情でもって感

受し，享受する能力のことをいうのであるが，第二の働きは詩を書く行為における「選択する作因」

("aSeIeCtiVeagent")221としてのそれであり，この働きに関しては次のようなクレアの簡潔な文章が

見出される．

Tasteisauniformityofexcellence-itmodifysexpression＆selectsimages-itarranges＆

ordersmattersofthought-butgeniuscreatesthem23）

詩作における‘taste'は自然についての印象群のなかから不要なイメージを排除し，「詩想の問題」

を適切に整理・配列しながら，ムラのない秀逸な詩を製作する「作因」であるという．だが「イメー

ジ」や「詩想の問題」を創り出すのは‘genius'であるという．‘genius'は‘taste'の第２の働きと結

合して，自然を詩的に感受し，詩作する能力を詩人に与えると考えられる．‘DawningofGenius'に

おける説明によれば，‘genius'とは「箱神の快い歓喜」（"apleasingraptureofthemind，')であり，

芸術家から教養のない農夫にいたるすべての人がもつ「燃え上る情熱」（"akindlingwarmth")のこ
メモリー

とであって，これらの存在ゆえに，‘taste，が大切にし，最近の記憶が保持している「喜び」（"joy"）

とか，自然への「共感」（"sympathy'，)，また生まれ故郷にたいする「愛情」（"fbndness，，)が喚起され

るという．つまりクレアの定義する‘genius'とは「歓喜｣，「情熱｣，「喜び｣，「共感｣，「愛情」といっ

た梢神の興奮状態の原型と見倣されるものであって，教育や知的訓練の有無に関係なく，人をして

･taste'が選択した自然の美的イメージに感応せしめる詩的精神の属性である．羊飼いの経験という

形で説明されるこの属性は次のような心理的過程を伴う．

Rapturesthewhilehisinwardpowersinflame，

Andjoysdelighthimwhichhecannotname；

Ideaspicturepleasingviewstomind，

Forwhichhislanguagecannoutterancefind；

Increasingbeauties,fresh，ningonhissight，

Unfoldnewcharms,andwitnessmoredelight；

Sowhilethe・presentplease,ｔｈｅｐａｓｔdecay，

Ａｎｄｉｎｅａｃｈｏｔｈｅｒ・losiqg,ｍｅｌｔａｗａｙ．

（23-30）

‘genius'の現われである｢歓喜｣は自然の馴物を｢並ならぬ喜びの源｣("asourceoftranscendentjoy，')2ｨ’
アイヂイアズ

に変えてしまい，この源から生じる喜びを羊飼いは享楽する．２５行目の「印象は精神に快い光景

を想像する」とは精神に現われる事物の印象が自らと共に，それら印象を注入した光景をもたらす

ということであろうし，その光景と印象は合体し，名状し難い喜びになるという．この場合"Pic，

ture”という語は，想像的感受の際それに伴う即時の変形という特質を幾分与える動詞として用い

られているとHowardは指摘する編'．‘genius'の影響力によって羊飼いの眼に生き生きと映り，増

大する美は新たな魅力を展開し，彼により大きな喜びをもたらす．
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Thuspausingwildonallhesauntersｂｙ，

Hefeelsenraptur'ｄｔｈｏｕｇｈｈｅｋｎｏｗｓｎｏｔｗｈｙ，

Andhumsandmutterso'erhisjoysinvain，

Ａｎｄｄｗｅｌｌｓｏｎｓｏｍｅｔｈｉｎｇｗｈｉｃｈｈｅｃａｎ,texplain・

TheburstsofthouEhtwithwhichhissoul，sperplex'd，

Ａｒｅｂｒｅｄｏｎｅｍｏｍｅｎｔ,ａｎｄａｒｅｇｏｎｅｔｈｅｎｅｘｔ；

Yetstilltheheartwillkindlingsparksretain，

Andthoughtswillrise,andfancystriveagain．

（31-8）

3５

この一節で明らかなことは‘genius，によって結果的に生じた喜びを，瞬時的な詩想の激しいほと

ばしりを，‘fancy，がイメージ化しようと努めることである．結局感覚感受の強烈さを表現するに

は言葉は不十分である顔）との認識ゆえに，これを表現するためには‘fancy'は，詩想や喜びの原体

験についての腕げになっていくが，しばしば匙ってくる記憶("memory")に頼らざるをえなくなる．

自然に対する詩的反応の時に精神内部に生起する「詩心」("heart")を表象する「燃焼のメタファ

ー｣"'が詩作のプロセスを描くために用いられている.暖炉の燃えさしに購えられる詩心やその｢痛

いほど快い感情」の衰微を迎えるとき，「記憶はその力を失い，想像力は逃げ去る」（"Thememory

fails,andfancytakesherflight.")のである．

(４）

さて，次に詩と‘fancy，の関係についてのクレアの考えをさぐってみよう．詩心が自然の事物を

観察するとき，「歓喜に満ちた夢想｣，「気高くする夢想」("dignifyingdreams，'‘TotheSnipe'８０)は

そこに美を認め，「織烈な情熱は／最も卑しい生き物さえ尊重する」（OPoesy'８連)．またこの詩心

で見られると無生物でさえも生命が賦与される．

Objectsofwater,earth,ｏｒair，

ArepleasingtothyIpoesy'slsight；

Ａｌｌｌｉｖｅｔｈｙｓｕｎｎｙｓｍｉｌｅｓｔｏｓｈａｒｅ，

Increasingthydelight；

AllNatureinthypresencelives

Withnewcreativeclaims，

Ａｎｄｌｉｆｅｔｏａｌｌｔｈｙｆａｎｃｙｇｉｖｅｓ

Ｔｈａｔｗerebutshadesandnames．

(‘Poesy'９連）

｢詩の想像力」は影や名にすぎない事物に生命を与え，“fancypictured…poesy"(‘TheProgressof

Ryhme､263-4)という詩句もあるように，事物から詩のイメージを作る役割をもつ．‘fancy，のイ

メージ創造能力については，「白日夢」に耽る羊飼いの例をあげてみる．

Liftinghisfanciestoeachpassingcloud

＆shapingeveryonethatjoumeysprou．
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OeritsmysteriouswaytoIbrms＆things

Thatfancysvisionstohismemorybrings

（ＰＳ107-10）

羊飼いは流れ雲から「岩｣，「舟｣，「大理石の宮殿｣，「天上界の楼閣｣，「山陰｣，「愛しい谷間」といっ

たイメージを作る．また‘TotheRuralMuse，においては詩神に向ってこう語る．

Theinnoscentidolatryandlove

PayingtheeIruralmuselworshipineachsecretnook

Thatfanciedfriendsi、ｔｒｅｅandflowerandbrook

Shapedcloudstｏａｎｇｅｌｓａｎｄｂｅｈｅｌｄｔｈｅｍｓｍｉｌｅ

Ａｎｄｈｅardcommendingtonguesineverywin。

（63-7）

詩神への「無垢なる心酔と愛」がもたらす想像力は自然の事物に親密感を感じ，雲を天使の微笑

する姿にも造形するが,"ange,s"によって暗示されるように想像の世界は地上の'職なのであっ
て，まさしく“Eachobjecttomyearandeye／Madeparadiseofpoesy，．(‘TheProgressofRyhm’

223-4）となる．楽園を想像する‘fancy'はイメージ創造という詩人にとって不可欠の正の役割を

果すが，「現世の下卑た想いがこれらの夢想を汚した」（"Lifesgrosserfancysdidthesedreamsde・

file"‘TotheRuralMuse'６８)の如く，‘fancy，という語は同時に負の役割を意味するものとしても用

いられている．詩作におけるその負の役割についてはこういう一節がある．

OPoverty1thyfrownswereearlydeａｌｔ

Ｏ･ｅｒｈｉｍｗｈｏｍｏｕｍ･dthee,ｎｏｔｂｙｆａｎｃｙｌｅｄ

Ｔｏｗｈｉｎｅａｎｄｗａｉｌｏ'erwoesheneverfelt，

Staininghisrhymeswithtearshenevershed，

ＡｎｄheavingsighsamocksongonIybred

（‘TheVillageMinstrel'222-6）

この引用では，想像だけで現実体験の裏付けのない，でっち上げの詩を書く詩人，「存在もしな

いし，存在もしなかった怪物」（‘TotheRuraIMuse')を描く詩人が非難されているようだ．「空想的

な絵画やそれらの不自然な紫物」（"fancypictures＆theirunnaturalextras")についてのクレアの見

解にも負の役割の拒否が明言されている郷!、彼の‘fancy'はそのすべてが人間精神からのみ生成す

るのではなく，それは「確間として事実に根差して」なければならない")．それは彼自身の端的な

表現でいえば，「事実に基づく想像力」（"matteroffactfancy，，)である．それゆえ‘,No.poetryIives

initssimplicity.／Andspeaksfromitsownheart,towhichallheartsreply.”(‘TotheRuralMuse.）

という詩についての彼独特の定義が生まれる．詩はそれ自身の簡素を本質とし，詩自身の心情から

語りかけるものであるから，読者は詩そのものに反応するという．こうした定義からすれば，詩と

いうものは詩人の主観や感情のみを表現するものでも，自然現象をそのまま表現するものでも，ま

た耳に快いだけの無意味な音楽でもない．それでは真の詩とは何ういうものだとクレアはいってい

るのか．・PastoralPoesy，の冒頭の二行，「真の詩の本質はことばにあるのではなく／詩想を表わ
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すイメージにある」（"Trueposyisnotinwords／Butimagesthatthoughtsexpress，')はく詩＞につ

いての信念の要約だと考えられる．以下この詩に表明される内容に則して彼の信念をなぞってみた

い．

“notinwords”とは，詩はことばによる表現様式，つまり文体や韻律による音楽性ではないとい

うことであろう．詩のことばは詩想を表わすイメージをもたらすのに「適切な」（"meet"）ものであ

るべきで，かつ，例えばサンザシの花がそれを見る者にたちまち夏の季節感を与えるように，「常

に生き生きとして」（"evergreen")読者にｒ感情」（"feelings")を与えるものだ．詩のイメージに関

しては，

Ａｎｉｍａｇｅｔｏｔｈｅｍｉｎｄｉｓｂｒｏｕｇｈｔ

Ｗｈｅｒｅhappinessenjoys

Aneasythoughtlessnessofthought

＆meetsexcessofjoys

（7連）

というように,事物についての詩的イメージが精神に浮んでくると,｢思想のことは考えない安楽さ」

が幸福感を味合い，過度の喜びを体験する．そのイメージは思想を表わすものではなく，そこにあ

るものは幸福感と過度の喜びのみである．こういう時詩人にとって世界は「大変小さな場所」とな

り，「満された感情で包まれて｣，その場所以外のすべての現実世界は存在感を失う．続けて「詩の

能力」をこういう．

．．、itslpoesy，slpower

Mayvariedlightsemploy

Yeｔｔｏａｌｌｍｉｎｄｉｔｇｉｖｅｓｔｈｅｄｏｗｅｒ

Ｏｆｓｅｌfcreatingjoy

（9連）

詩は「自ら創造する喜びという才能」を梢神に与えるというけれども，自然の事物の中に感じら

れる「再び」こそが詩作の原動力になっている．詩人にこの「喜び」があってはじめて詩が書ける

のである．だから，クレアは自然の中では何処へ行こうとも，丘や荒地であっても，「どんな言葉
、

が語るより多くを語る静寂を感じる」（"Ifeel...／Asilencethatdiscoursesmore／Thenlthanlany

tonguecando”１０連)のだし，

Ｔｈｅｐｏｅｔｉｎｈｉｓｆｉｔｆｕｌｇｌｅｅ

＆fancysmanymoods

Meetsitlthewindlassomestrangemelody

＆poemofthewoods

（１４連）

というように「発作的喜び」と「多くの想像的気分」の状態にある詩人は自然の営為すべてを「自

然の詩」("nature,spoesy”１９連)として感受することができる．花を結わえる「粗造りの飾り小枝｣，
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「苔むした萱ぶき屋根｣，「ツゲに縁どられた花壇」といった自然と人間の調和を示す事物さえ，あ

らゆる人に「愉しい幸福感」("cheerfulblessedness"２６連)と「喜び」を感じさせる「詩の力」とい

えるものである．

Ｓｏｗｏｕｌｄｌｍｙｏｗｎｍｉｎｄｅｍｐｌｏｙ

＆myownheartimpress

Thatpoesy，sself'sadwellingjoy

Ofhumblequietness

（27連）

クレアは読者に幸福感や喜びを与えるような詩を書くことにおのが精神を用いたいし，「詩自体は

控え目な静けさをもつ永続的再びである」という信念を心に銘記したいと願望する．

(５）

クレアの‘taste'から‘genius，‘fancy'‘poesy'へとそれらの意味付けと相互関連性の概観を試みてき

たが，ここで"themanoftaste，，のもう一つの重要な特質と，‘taste'と相反する"tasteless，,という用

語をＳＴを中心に概観しておきたい．

クレアの考える，‘taste，をもつ人間の中に科学者も含まれていることは注目すべきことである．

発見の意欲に燃えて，ヒースや森，荒野をさまよう「tasteをもつ科学者」（"themanofscienceand

oftaste,，ＳＴ１０７)にとって「一片の苔」や「輝く麺をもった昆虫」は「富」であり，「宝物」であっ

て「彼の精神の歓専」（"therapturesofhismind'，ＳＴｌＯＯ)を増大させる．この科学者についてさら

にこう続ける．

Hisjoysrunriotmideachjuicyblade

Ofgrasswhereinsectsrevelintheshade

Andmindsofdifferentmoodswilloftcondemn

Histasteascruelsuchthedeedstothem

Whileheunconsiousgibbetsbutterflyes

Andstrangｌｅｓｂｅｅｔｌｅｓａｌｌｔｏｍａｋｅｕｓｗｉｓｅ

（ＳＴｌｌ３－８）

「彼」はわれわれ人間を「賢明にするために蝶や甲虫を締め殺す」のであって，ワーズワスが｢解

剖するために殺す」（"murdertodissect，，)といって科学を非難したのとは異なる．自然の知識では

なく，その中の「知恵」を得るために「締め殺す」という科学的態度についての認識は，特に環境

破壊による種としての人間とその他の生命体の存続の危機感が高まる今日にあってはますます重要

となるであろう．こういう意味で，クレアは「科学や学問は沢山だ」（"EnoughofScienceandof

Art,，)とはいえなかったであろうし，この認識ゆえに彼の博物学に関する記述も少なくないのであ
ナチュラリスト

る．また彼が詩人であり，同時Iこ生物学者でもあることが前者の地位を落しめると見倣す学者批評

家がいたが，優れた生物学者でもあることは優れた詩人であることを阻碍するどころか二つの領域

に精通するという強みをもつことであると筆者は確信する．
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ともかく科学者であっても詩人の場合と同様に「tasteをもつ者」は「精神の歓喜｣，「喜び」を

経験することが特徴である．人間精神における‘taste'の多様性については"Tastesrainbowvisions

ownunnumberedhues／Andeveryshadeitssenseoftastepursues"(ST119-20）といってこれを

是認する．

“tasteless"である人間については「低俗な庶民」として上述したが，科学者が歓喜して発見する

「宝物」を潮笑する「下品な田舎者」（"vulgarhinds")としても言及される．クレアは彼らを次の

ように説明する．

Theirclownishheartsandeverheedlesseyes

Findnoughtinnaturetheyaswealthcanprize

Withthemselfinterestandthethoughtsofgain

Arenaturesbeautysallbesidearevain

（ＳＴ１０３－６）

彼らの「粗野な心」と「常に不注意な眼」は自然美を感受できない鋤'．「利己主義」と「利得の思案」

が追求するもののみが彼らの自然美なのだ.「不注意な眼」という語句は，自然の細部に｢密接した」

("close")３１’観察眼とは違って外部世界よりも内面世界に眼を向けたため，その細部のヴィジョンを

見失ったと考えられるロマン派詩人達を想起させる．「tasteをもつ者」は"hepeepstheleaves

among／＆markswithrapturehowtheyIbirdslbroodtheiryoung''(ＰＳ289-90）とか"hislLubin,sl

fOndinquiryus'ｄｔｏｔｒａｃｅ／Throughnature・ssecretswithunweariedeye,／Andwatchtheshifting

seasons'changinggrace"(‘TheVillageMinstrel'524-6)と描かれるように，「詩的感情」で自然を

"paradisiarなものとして見ると同時に密接して観察し，その「神秘」を探る者でもある．また鳥

や蜂の奏でる「音楽」について‘‘Icaughtwitheagerearthestrain"(‘TheProgressofRyhme'139）

と回顧するように耳目は確固として自然の事物に向って開かれており，「思想のことは考えない安

楽さ」という表現に端的に示される如く，精神の集中力が内面に向っていないことはクレアの科学
メカニカル

的態度と符号する．因に，「機械的な文明は機械的な科学によって創られた」といった「反科学主

義の」の見解はロマン主義の先入主であると，さらに産業革命期社会における大衆の「困窮と卑俗」

を招来した原因は「科学の探究」（"scientificenquiry'，)にではなく，「経済的生活のしくみ」（"the

organizationofeconomiclife'')にあったと考察きれた魂’ことは忘れてはならない．

‘taste，をもつ人間と“tasteless"な人間の差異は次のようでもある．

Tastefindspleasurewherethevulgarcannotevenfindamusementthemanoftaste

feelsexcessiveraptureincontemplatingtherichsceneryofanautumnLandscapewhichthe

rudemanpassesunnoticed33l

この「粗野な人間」が自然のすばらしさに対して"hiseyesaredead＆seesnopraise"であり，耳

も傾けず，注意も払わぬ，「彼の卑小な心をすべて占有している，不断の利己主義に満ちた機械的

衝動」（"amechanicimpulseofuninterruptedselfishnessthatoccupysallhislittlemind")に駆られる

人間であるのとは対照的に，「識別力のある者」（"themanofdiscemment，')にとっては，

thereishappinessincontemplatingthedistantshapesofleavesofvariouskindsof
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treesplants＆herbsthereishappinessinexaminingminutelyintothewildflowersas

wewanderamongstthemtodistinguishtheircharacters＆ｆｉｎｄｏｕｔｔｏｗｈａｔｏｒｄｅｒｓｔｈｅｙｂｅ‐

longintheartificialandnaturalsystemsofbotany34l

といっている．つまり「tasteをもつ者」は自然の事物を遠近両方から観照し，精査することに幸

福を感じる人である．もっともクレア自身は，近くの形象に較べ「遠くの形象」は暖昧であるため，

これにあまり興味を感じなかったようではあるが．また‘EmmonsalesHeath'では"tasteless”と見倣

されるべき人間をこう描く．

Ｈｅｔｈａｔｃａｎｍｅｅｔｔｈｅｍｏｍｉｎｇｗｉｎｄ

ＡｎｄｏersuchIrudelplacesroam

NorIeavealingeringwishbehind

Tomaketheiｒｐｅａｃｅｈｉｓｈｏｍｅ

Ｈｉｓｈｅａｒｔｉｓｄｅａｄｔｏｑｕｉｅｔｈｏｕｒｓ

Ｎｏｌｏvehismindemploys

Poesywithhimneersharesitsflowers

Norsolitudeitsjoys

（49-56）

"rude''な自然即ちヒースの「静護」を心の「安らぎの場」としない者は自然への愛は無論抱くこと

はないし，自然の中で孤独であることの喜びも知らないし，詩心も当然湧くことはない．こういう

人間即ち「不断の利己主義に満ちた機械的衝動」に駆られた人間が「囲い込み」を推進したことは

賛言を要さない．

Inclosurecame,andeverypathwasstopt；

Eachtyrantfix'dhissignwherepathswerefound，

Tohintatrespassnowwhocross'dtheground：

Ｊｕｓｔｉｃｅｉｓｍａｄｅｔｏｓｐｅａｋａｓｔｈｅｙｃｏｍｍand；

Ｔｈｅｈｉｇｈｒｏａｄｎｏｗｍｕｓｔｂｅｅａｃｈｓｔｉｎｔｅdbound：

一Inclosure,thou'rtacurseupontheland・

Ａｎｄｔａｓ蛇jgsswasthewretchwhothyexistenceplann'｡．

（‘TheVillageMinstrel'849-55イタリックは筆者）

「囲い込み」を行う者は自然美を感受できない人々であり，自然環境のもつ生態学的意義につい

ての無知から物質的富を追求する．彼らは同時に自然現象をくエデンの園＞として感受できない，

楽園から堕落した者と見倣されている．こういう人々35’によって遂行された「囲い込み」は自然
ゴールデン・エイジ

と人間の調和を示すものとして措定された黄金時代という理想の終篤を告げる．人間が「自然の
ヴィジョン

エデン」の姿を見失うことは，それを感受し，それに「参加し」("participate，，),ことばによるイメー

ジでこのエデンを再現する能力である‘taste'と‘joy，の衰退を意味する．というのは「囲い込み」

以前の自然はく詩＞と‘taste，に大変親密に関係していたからである．この農業改革が自然の様相

を一変させ，そのwilderness,rudeness,disorderを失わせたことはクレアにとって現実的ヴィジョ
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ンの消滅をもたらし3‘'，彼自身の詩的自己同一性への大きな打躍となったし，そのため自然と人間

の調和の喪失感を招いた・だからくエデンの園＞からの人間の堕落のイメージがクレアの詩の基本

的パターンとなっているといえる．この改革によって"tasteless，'である人々 のみならず，＜地上の

楽園＞を享受する能力でもある‘taste'をもった人々さえも堕落に導かれ，自然と人間の調和につ

いての彼らの信念も「侵蝕」きれていくという意識と，この調和の崩壊を‘taste，の衰退に伴う詩

的ヴィジョンの喪失という形で自己の裡に見出すという意味で，自らもこの堕落の犠牲者になった

という意識が高まっていき，極めて重要な1832年の「三つの失意の詩」が瞥かれることになる．

注

テキストはＥ・RobinsonandD､Powell・eds.､ノb伽αα姥（‘TheOxfbrdAuthors．､OxfbrdU・Ｐ.、

1984),ＡｍｅＴｉｂｂｌｅａｎｄＲ.Ｋ､Ｒ､Thomton,eds.,ＴｈｅＭ畑s”ｍｅγQ4s伽”（MidNAGandCarcanet･

'979),』.Ｗ､Tibble・ｅｄ.､Ｔｈ２Ｐｂ⑲ｍｓｑ/〃h〃αα花(Dent＆Sons･’935).』.Ｗ､ＴｉｂｂｌｅａｎｄＡ､Tibble・

eds.､ﾉoh加Ｃｌα花:SCI"12．雌胴s(Everyman･sLib.,1965)を使用した。

Cf､TimChiIcott,‘ＡＲ‘qIWbrId＆ＤＣ‘‘bti"ｇＭｉ"｡．:ACnitjcalS伽dyq/伽Ｐｂ２町q/ﾉｂｈ〃αα"(Hul1

U･Ｐ.，１９８５),ｐ､１０５，１３６．

Chilcottは，館一の型の詩においては「自我は完全に馴物の中で大変充実しているので、自我は

それ自体を独立した現象として認職する必要はない」ということやクレアの詩的体験が「並大な

意義をもって達成された強烈さ」ではなく，「美化されていない，平凡なものに対してとられた

本能的態度」であるのに膜し，飾二の型の詩においては「自我はそれ自体のみを統覚する」と説

明している．（p､223）またクレアの自我に関していえば，ワーズワスはく静寂＞のうちに回想し

たが，クレアはく体験＞についてこれを分析・抽象化することなく，直覚的洞察力でもって時代

を超越するイメージを創造した．それは全人間的現実把握であり，selflessであると考えられて

いる．

WilliamHoward,ﾉＤｈ郡αα"(Boston:Twayne､1981),ｐ､３４．

Cf､TimothyBrownlow・ﾉ｡h純αα海皿ｄＰｉｃ如花s9脚e血就dsm鯉(OxfbrdU.Ｐ､,1983),ｐ､３８．

Ｃｆ・Brownlow．ｐ、１２８．

Ｃｆ・BrownIow,ｐ・’２９．

Ｃｆ・Brownlow,ｐ、１２６．

ＷalcottHillandSurroundingScenery,Ｃｆ・Brownlow･ｐｐ､６０－１．１３９．

．WalcottHillandSurroundingScenerｙ

ここで必然的に想起されるＷ､Gilpinのピクチャレスク観の要点は，Brownlowに従えば，次の

ようである．

“WemusteverrecoIlectthatnatureismostdefEctiveincomposition：ａｎｄ加側sIbealittIe

assisted・Herideasaretoovastibrpicturesqueuse，withouttherestraintofrules．…under

thesecircumstancesweseenatureinherbestattire，ｉｎｗｈｉｃｈｉｔｉｓｏｕｒｂｕｓｉｎｅｓｓｔｏｄｅｓｃｒｉbe

her.“(pp､129-30）

さらに‘Genius'によって注視きれる自然の「一般的形象」("thegeneralform'')やｒ主要な特徴」

("theIeadingfeatures"）を‘‘theeyeoftaste"が容易に人間の言葉に「移しかえる」（"translate"）と

いう．またギルピンとクレアの自然美に対する心的態度の相違はこう解釈きれている．

ForallhisloveandappreciationoInature･GilpinstillregardsnaturaIbeautｙａｓｗｒｉｔ・

teninakindoffbreignlanguage,whichmustthenbetransIatedimohuｍａｎｔｅｒｍｓＢｕｔＣｌａｒｅ

ｓｅｅｓｉｔａｓｈｉｓｄｕｔytoleamthatlanguage･ｎｏｔｔｏｔｒａｎｓｌａｔｅｉｔｏｒｔｏｄｒｅｓｓｕｐ‘inherbestattire･･

ｇｕｉｄｅｄｂｙ､Genius，.(p､130）

l）

２）
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MarioPraz,ＴｈｅRom”ticAgmqy(OxfOrdU､Ｐ.,1970),ｐ､２１．

Cf､Brownlow.ｐ､６６．

‘Northamptonmanuscript･ｃｆＢｒｏｗｎｌｏｗ,ｐ・’１９．

ワーズワスも１JγｊｍＩＢｎ"αds第二版の序文で‘‘...thehumanmindiscapableoIbeingexcitedwith、

outtheapplicationofgrossandviolentstimulants'，(Pb噌ti“ＪＷ伽1bs,OxfordU､Ｐ,1981,ｐ,735）と

述べている．

AndashislLubin'slyearsincreas･dhistasterefined

Andfancywithnewcharmsemlighten‘ｄｕｐｈｉｓｍｉｎｄ(‘TheVillageMinstrel'531-2）
うた

j､Ｍ､ToddIこよれば，クレアの最大の達成は自然の外的実在とそれが有する詩の喜びとに接近し

たことであり，彼の「自然への忠実さ」という詩句は「喜びに満ちた模倣」のもつそういう意味

で用いられている．Ｃｆ.Ｊ・MTodd,ルtAdqm'ｓＧａ畑”:ＡＳ似dyqﾉﾉbA郡αα”'ｓＰ泥.ASy伽漉ＰｂｅＩぴ

(FloridaUP.,１９７３),ｐ､３８．

自然のdisorderと人間のartの関係についてBrownlowの次のような示唆的な一節が見出ぎれる．

Clarebelievesthatanimals，birds‘flowers，andinsectshaveaninherentdynamism

whichisnotreducibletothedictatesofmechanicalrules,ｂｕｔｗｈｉｃｈｏｐｅｒａｔｅｓｆｒｏｍｔｈｅｌａｗｓｏｆ

ｉｔｓｏｗｎｂｅｉｎｇ,therebydemonstrating．acquiredpreferences･whenconfrontedbyuniquesitua・

tionsrequiringcreativeaction・Here,ClareisclosetothecriticaitheoryoIColeridge・buthe

doesnothaveCoIeridge，ｓｆａｉｔｈｉｎｔｈｅＰｏｗｅｒｏｆｔｈｅｍｉｎｄｔｏｄｉｓsolve．（use，andreorderthe

minutiaeofnature､Heplaceshisfaith,perhapstooinnocently,inthecreative,disorder,ｏｆｎａ・

ture，ｗｈｉｃｈｂｅｃｏｍｅｓｆｏｒｈｉｍ‘thetruthoftaste，ａｓｏｐｐｏｓｅｄｔｏ‘artsstrongimpulse･一thetyran・

niesofartifice…(p､１３２）

Todd．ｐ､４４．

Ｂｕｔｈｅｄｏｔｈｌｏｖｅｔｈｅｗｉｌｄａｎｄｍｅａｄｏｗｌea

Therehaththefloweritsdwellingplaceandthere

Thebutterflyegoesdancingthroughtheair(ＳＴｌ３８－４０）

ThewarpedandpunishedtrunkoIstuｎｔｅｄｏａｋ

Ｆｒｅｅｄｆｒｏｍｉｔｓｂｏｎｄｓｂｕｔｂｙｔhethunderstroke

Ascramptbystragglingribsofivysere

Therethegladbirdmakeshomefbrhalftheyear(ST143-6）

ERobinsonandGSummerfield,eds.,S2I“蛇ｄＰｂｇ柳S”。Ｐ”seq/ん伽αα”(OxfOrdU､Ｐ.,1967）

所収のMessrs､TaylorandHessey宛書簡（1822年）には"tolookonnaturewithapoeticeye

magnifysthepleasuresheherselfbeingtheveryessenceandsoulofPoesy，'という表現がある．

(P､９）

Howard．ｐ､３３．

』.Ｗ,ａｎｄＡ・Tibble,eds.,ＴｈｅＰｍｓｅｑ/ﾉｂﾉz加αα"(RoutIedge＆KeganPaul,1970),ｐ､228．

Howard.ｐ､３５．

ＣｆＨｏｗａｒｄ.ｐ､３９．

"Wordsaretooweak・expressioncan､ｔｂｅｈａｄ”(‘ToPoesy･）

Howard,ｐ,３６．

C1.ThfPms2q/ﾉｂ伽αα”‘ｐ､214．

クレアの‘fancy'についてGregCrossanはその著AReIisA/ｂｒＥ陀祁(y:TAePmcessq/Ｄ加岬zmim、

加娩ePbEjryq/ﾉｂ”αα"(UniversitatSalzburg,1976)において次の如く述べている．

“…ｔｈｅｆａｎｃｙｍｕｓｔｂｅｆｉｒｍｌｙｒｏｏｔｅｄｉnfact，andnotuntiltheprecisedetailsofascene

havebeenfurnishedmaythepoetappI･ehendthelandscapeimaginativeIyasweIlasfactually
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thatmakesthepoet・svisionsuchasaspecialone"(p､５１）

なおクレアの説くく自然のfancy＞については拙稿「ClareとBirdPoemsの諸相」（熊本大学

英語英文学２６号，ｐｐ､８－１０）でその一蝋に触れた．

30），‘tasteless”な人々は“…thosewhosesoulsaredeadtoeverydream／Thatwakingspringthrows

roundthem…，．(ＰＳ189-90）とも描かれる．

31）“…helthemanoftastelwalksfOrhours...／SosoftthatbirdshearnottheIeetthatpass／Close

bytheirnests…，．(ＰＳ286-9）

32）Ｃｆ､RaymondWilliams,“似施”。Ｓ"il〃1780-1950(NewYork:Harper＆ＲＯＷ,1966),ｐ､150.

33）Ａ,Tibble･ｅｄ.､TheﾉblmmIEss叩ｓＴｈｅﾉ０'4ｍ"ハリ、ESS“(Manchester:CarcanetNewPress,1980)，

Ｐ､91.

34）Ｉbid.,ｐ､91.

35）「囲い込み」を行う村人達に交わって生活するクレアは心境をこう語っている．“Iliveinaland

overnowingwithobscurity＆vuIgarityfarfromIas舵ａｎｄｂｏｏｋｓ＆friends雨(MarkStorey,ｅｄ.,Ｔｈｅ

Ｌｅ"g応q/ﾉｂ伽αα花,ＯｘｆＯｒｄＵＰ.,1985,ｐ､550）（イタリックは餓者）

36）RaymondWiⅡiamsはその箸Ｔﾉ"Ｃ”御ｂｙ”ｄ肋eα〃(Londom:TheHogarthPress,1985)におい

て，ロマン派詩人と「囲い込み」の関係についてこのように説述している．

ＡｎｄｔｈｅｎｉｔｉｓｖｅｒｙｍｕｃｈｔｏｔｈｅｐｏｉｎｔｔhatthefirstgeneraIwordchosentodescribethe

instigatorsofthe‘curse･ofenclosureis,tasteless'・ＴｈｉｓconnectswiththatstructureofIeeling

whichwasbeginningtoform，ＩｒｏｍＧｏｌｄｓｍｉｔｈｔｏｔｈｅｐｏｅｔｓｏｆｔｈｅＲｏmanticmovement，and

whichisparticularlyvisiblｅｉｎＣｌａｒｅ:ｔｈｅｌｏｓｓｏｆｔｈｅ･oldcountry,isalossofpoetry;ｔｈｅｃｕｌ，

tivationofnaturalfeelingisdispossessedbytheConsequencesofimprovedcultivationofthe

land;wealthisnotonlyhardandcruelbuttasteless.(p､137）

4３
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Ｃｌare'ｓ‘Shadows0fTaste，

AccordingtoTimChilcott,Clare0spoetrycanbedividedintoｔｗｏｔｙｐｅｓ:oneispoetry

ofself・suppression，ｔｈｅｏｔｈｅｒｉｓｔｈａｔｏｆｓｅｌｆ､expression・Ｉ，vetriedtograspthemeaningsof

Clare'ｓ“taste"，concentratingon‘ShadowsofTaste'，‘ThePleasuresofSpring，，‘ＴｏｔｈｅＲｕ・

ralMuse，，andotherpoems．Ｉ･vealsotriedtoresearchintohisconceptionsof“genius”ａｎｄ

"fancy'，，fortheyareintimatelyrelatedｗｉｔｈ“taste御．“Taste”ａｓｔｈｅｉｎｓｔｉｎｃｔｔｏ“choosefor

joy”isinheritedbyalllivingthings,ａｓｗｅｌｌａｓｔｈｅｈｕｍａｎｍｉｎｄ､Nature，stastecanbeseen

innature､sdisorder．“Taste．,ｉｎｔｈｅｈｕｍａｎｍｉｎｄｉｓｔｈｅｆａｃｕｌｔｙｔｏｐｅrceiveandappreciate

naturalbeauｔｙａｎｄｊｏｙ，ａｎｄｔｏｓｅｅｎａｔｕｒｅａｓｔｈｅＧａｒｄｅｎｏｆＥｄｅn．Ｉｎｔｈｅｃａｓｅｏｆｐｏｅｔｓ，

"genius”ｏｒ“apleasingraptureofthemind”causeｓ“taste”cooperatingwith“fancy”ｔｏｓｅｅ

ａｎｄｖａｌｕｅｔｈｅｉｍａｇｅｓｏｆｎａｔｕｒａlthings，tocreatepoeticimagesfromthem，ａｎｄｔｏｅｘｐｒｅｓｓ

ｔｈｅｍａｓ‘‘poesy"・Themanofscience,too,capableofbeinginrapture，ｈａｓ“taste..、Histaste

isthefacultytoapproachcloselyandwatchthethingsofnatureandinquireintotheirse，

crets・Enclosure,toClare，isplannedandexecutedbythe“tasteless",destroyingdisorderof

natureor“Nature･sEden，，，andithasruinedtheharmoniousrelationshipbetweenManand

Nature,ＳｏＣｌａｒｅｆｅｅｌｓｈｅｈａｓｌｏｓｔｈｉｓＥｄｅｎｉｃvision，ｈｉｓ､‘taste'‘ａｎｄ“perception，．,ａｎｄthere・

forehispoeticvision．


	表題
	(1)
	(2)
	(3)
	(4)
	(5)
	注
	Cｌare's‘Shadows of Taste，

